

























































































　　危険運転致死（01・07） 1 年～15年→ 1 年～20年
　　　　　　致傷（01・07）10年以下→15年以下
刑の引き上げ（道交法改正）
　酒気帯び運転（01・07） 3 月・ 5 万以下・→ 1 年・30万以下→ 3 年・50万以下





　轢き逃げ（01） 3 年・20万以下→ 5 年・50万以下
　　同致死（07）10年・100万以下
刑の引き上げ（刑法改正）
　強制わいせつ（04引き上げ） 6 月～ 7 年→ 6 月～10年
　強姦（04引き上げ） 2 年～15年→ 3 年～20年
　集団強姦罪（04新設） 4 年～20年
　強姦致死傷（04引き上げ）無期・ 3 年～15年→無期・ 5 年～20年
　殺人（04引き上げ）死刑・無期・ 3 年～15年→死刑・無期・ 5 年～20年
　傷害（04引き上げ）10年以下・30万→15年以下・50万
　傷害致死（04引き上げ） 2 年～15年→ 3 年～20年
　逮捕監禁（05引き上げ） 3 月～ 5 年→ 3 月～ 7 年













































最大判昭和44年12月24日刑集23・12・1625（写真撮影），最判平成20年 4 月15日刑集62・ 5 ・
1398（ビデオ撮影）等参照。他に，職務質問の際の所持品検査（最判昭和53年 6 月20日刑集32・













































































































































平成19年の改正により，警察の調査権限（同法 6 条の 2 ・ 4 ），捜索・差押え・鑑定・検証等













































































法律』について」会報書記官第 4 号45頁以下など参照。関係判例として，最決平成19年 7 月25日



























2000年の少年法改正で事件記録の閲覧謄写（同法 5 条の 2 ・同条の 3 ），家庭裁
判所による心情意見の聴取（同法 9 条の 2 ），審判結果の通知（同法31条の 2 ）が
18）
19）






































































































おそれのある尋問・陳述の制限ができるようになった（同法290条の 2 ・291条 2
























































































































































































十数年の生育歴の中で性格が歪み，問題が蓄積してきた少年を 1 年や 2 年の教
育で立ち直させるのは至難の業である。どんなに頑張っても，少年法，刑法な
どの刑事法は犯罪・非行問題への対処療法にすぎない。根本的な問題解決には
人づくりが重要であり，幼い頃からの親の躾，保育園や幼稚園，小学校低学年
などの幼児期・人格形成期の教育が何よりも大切である。犯罪・非行の対策と
いう点でも教育的機能や文化的環境が非常に大事である。それを確保していく
ためには，まず優れた教育者を生み出す必要がある。回り道のようでも，有
能・適格な教員の養成から始めていけば，10年先，20年先には社会全体がよい
方向に変わっていくことが期待できるであろう。
